
８月といえば… 
 
今月はパラグアイにとって、そして、私たちのプロジェクトにとって“大事”な月です。 
 
パラグアイにとってどうして大事な月なのかというと、 
冬の終わりである８月は、寒さなどから体調を崩しやすくお年寄りが亡くなりやすいこと

から、不吉な月と言われています。 
パラグアイでは、この不吉な月とされる８月の始めに、伝統的な習慣として、カーニャと

いうサトウキビの蒸留酒に、Ruda という薬草とレモンをいれたカルリンというお酒を飲み

ます。 
カルリンを飲むことで、死神に命を持っていかれないように血を浄化し、厄払いをすると

いう儀式になるようです。 
こういった厄払いの習慣について、ふと、日本の七草の習慣を思い出しました。 
パラグアイとは違った習慣かと思いますが、どちらも、植物の力で厄払いをし健康を願う

という点は共通しているのではないかと思います。 
国が違っても、人の願いは同じなのだなと感慨深いです。 
 
 
 
 
 
 
 
（写真はホームステイ先で作ってくれたカルリン。） 
去年の８月１日は、パラグアイに来て日も浅かったため、単純にカーニャを飲む日だと思

っていて、何もせずに過ごしてしまいましたが、今回は、どうしても体調万全で８月を過

ごしたかったため、ホームステイ先の家族と一緒にこの儀式を行いました！ 
 
なぜ、体調万全で過ごしたかったか…そう、それは、毎年８月下旬～９月下旬まで、帯広

畜産大学の大学生のグループが、私たちのプロジェクトの短期隊員として派遣されてくる

からです！ 
 
 
 
 
 



 
本日８月２２日に無事に県庁訪問を終え、これから約１か月の間に３市で調査を行います。 
カルリン儀式のおかげ（？）で、県庁訪問の際は、体調も万全だっただけでなく、短期隊

員の訪問が少しでも有意義になるように他部署の方が協力してくれて、県庁が作成したプ

ロモーションビデオの視聴や、料理に興味のある短期隊員のために県庁の調理場の視察が

できました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（写真はイタプア県庁が JICA と協力して作成した一市一品マップを説明してくれている

ところ） 
 
短期隊員の調査期間中は季節の変わり目で、天候が心配ではありますが、無事に調査を終

え、春を迎えられるよう、長期隊員ともども頑張りたいと思います！ 
 


